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歴史学、社会学、メディア論、国際関係論など多彩な視
点から「被爆と核」の過去・現在・未来を徹底検証し、
被爆地の内側から、そして外側からの視線によって、これ
まで自明とされてきた記憶を問い直す。諦観を打ち破り、
未来への声を上げるための書。
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原爆 80年
̶被爆と核をめぐる過去・現在・未来̶

広島市立大学国際学部教授。主な著書は『日韓関係と韓国の対日
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井上 泰浩編者

「核の力が支配する世界が現実だ」と達観していいのだろうか
広島・長崎の経験から核廃絶への
具体的な道筋を多角的に探る。
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